
正 誤 表

工 事 名  勝木地区ほか特環下水道築造６－３号工事

工事担当課  下水道局施設部管路課

公 告 日  令和６年１２月２０日

番
号

修正箇所
修正内容 備考

誤 正

1 

積算参考資料 

見積単価一覧表 

TA0108  

支持金具 ステンアンカーボルト 

表示なし 表示

TA0108 支持金具 

ステンアンカーボルト 

1，360 円 

別紙１

2 

積算参考資料 

見積単価一覧表 

TA0109  

支持金具 ステン管台 

表示なし 表示

TA0109 支持金具 

ステン管台 

12，000 円

別紙１

3 

仕様書・特記仕様書等 

下水道工事施工条件明示

８－１．建設発生土関係 

③建設発生土（再資源化） 

久地地区 

（有）秀知産業 小濱工場 

運搬距離 14.9 km 

③建設発生土（再資源化） 

久地地区 

（有）秀知産業 小濱工場 

運搬距離 9.7 km 

別紙１

4 
第 0007 号 明細書 （勝木地区） ます（塩ビ製） ます（塩ビ製）を消去 別紙１

5 
第 0007 号 明細書 （勝木地区） 取付管（塩ビ管） 取付管（塩ビ管）を消去 別紙１

6 

AMA0110 （勝木地区） 

処分費 コンクリート殻 

コンクリート殻（鉄筋） コンクリート殻（無筋） 別紙１

7 

AMA0110 （久地地区） 

処分費 アスファルト殻 

殻処分費 2000 円 殻処分費 2500 円 別紙１

8 

設計積算参考図面 

図番 No.9 

S-59 

内副官の表示なし 内副官の表示追加 別紙１



誤



誤



８-１．建設発生土関係

種   別 工事名 左記の所在地

km

km

種   別 埋立地の名称 左記の所在地

km

km

種   別 搬出先の名称 左記の所在地

4.9 km

14.9 km

km

km

種   別 搬出先の名称 左記の所在地

km

km

種   別 搬出先の名称 左記の所在地

km

km

種   別 搬出先の名称 左記の所在地

km

km

運搬距離

②建設発生土
（埋立）

本工事で発生する建設発生土は、下記の埋立地に搬出し、埋立するよう見込んでいる。

運搬距離

ただし、下記の埋立地以外の、特記仕様書に掲げる受入施設に搬出することを妨げるものではない。
なお、契約後に工事間流用が可能となった場合は、協議のうえ契約変更する。

①建設発生土
（工事間流用）

本工事で発生する建設発生土は、下記の工事に搬出し、再利用するものとしている。

なお、下記の工事での再利用が不可能となった場合及び別工事での再利用が可能となった場合は、協議のうえ契約
変更の対象とする。

運搬距離

⑥再利用不可
能な建設発生
土

ただし、下記の搬出先以外の「産業廃棄物処分業の最終処分の許可を有する産業廃棄物処分場」に搬出することを
妨げるものではない。

本工事で発生する建設発生土（粘性土等）、岩塊、破砕岩は、下記の搬出先に搬出するよう見込んでいる。

ただし、下記の搬出先以外の、他の「広島県建設発生土処分先一覧表に掲載されている施設（リサイクルプラント）」に
掲げる受入施設に搬出することを妨げるものではない。

運搬距離

④建設発生土、
　岩塊・破砕岩
（リサイクルプラン
ト）

⑤建設発生土、
　岩塊・破砕岩
（受入地）

運搬距離

③建設発生土
（再資源化）

本工事で発生する建設発生土は、下記の搬出先に搬出し、再利用するよう見込んでいる。

ただし、下記の搬出先以外の、特記仕様書に掲げる受入施設に搬出することを妨げるものではない。
なお、契約後に工事間流用が可能となった場合は、協議のうえ契約変更する。

本工事で発生する再利用不可能な建設発生土は、下記の施設に処分するよう見込んでいる。

運搬距離

勝木地区 安佐北区可部町綾ヶ谷石田1285協和鉱業（株）綾ヶ谷工業

本工事で発生する建設発生土（粘性土等）、岩塊・破砕岩は、下記の搬出先に搬出するよう見込んでいる。

ただし、下記の搬出先以外の、他の「広島県建設発生土処分先一覧表に掲載されている施設（受入地）」に掲げる受
入施設に搬出することを妨げるものではない。

（有）秀知産業　小濱工場久地地区 安佐北区安佐町大字小河内上小濱591-4

あり
なし

あり
なし

あり
なし

あり
なし

あり
なし

あり
なし

下水道工事施工条件明示2022-8 (8/17)

誤

正： 9. 7 km



第 0007 号 明細書 取付管およびます工          1　式

管路土工
(上段：前　回　下段：今　回)

数　　量 単　位 単　　価 金　　額

第AMA0050号明細書

管路掘削（取付管）

         1 式

第AMA0055号明細書

管路埋戻（取付管）

         1 式

　(内数)処分費

第AMA0060号明細書

ます（塩ビ製）

         1 式

第AMA0065号明細書

取付管（塩ビ管）

         1 式

合    計

　(内数)処分費

第 0008 号 明細書 取付管およびます工          1　式

ます設置工
(上段：前　回　下段：今　回)

数　　量 単　位 単　　価 金　　額

第AMA0060号明細書

ます（塩ビ製）

         1 式

合    計

第 0009 号 明細書 取付管およびます工          1　式

取付管布設工
(上段：前　回　下段：今　回)

数　　量 単　位 単　　価 金　　額

第AMA0065号明細書

取付管（塩ビ管）

         1 式

合    計

名　　　　　　称 摘　　　要

名　　　　　　称 摘　　　要

名　　　　　　称 摘　　　要

  - 15 -

 本設計書の施工条件は積算参考のために
表示するもので契約書では削除します。

広島市

消去

誤



第 AMA0110 号　明細書　殻運搬          1　式

(上段：前　回　下段：今　回)

数　　量 単　位 単　　価 金　　額

殻処分 アスファルト殻

J01=アスファルト殻,J03=昼間搬入

       308 t

　(内数)処分費

殻処分 コンクリート殻

J01=コンクリート殻（鉄筋）,J02=ダンプトラ

ック（10t）,J03=昼間搬入         14 m3

　(内数)処分費

積込（ルーズ） 昼２

J01=岩塊･玉石,J02=平均施工幅1m以上2m未満

        26 m3

人力運搬（運搬～取卸し） 昼２

J01=20m以下

         9 m3

殻運搬 昼２

J01=舗装版破砕,J02=機械積込(小規模土工),J0

3=DID区間無し,J12=1.0km以下,J16=全て計上         23 m3

殻運搬 昼２

J01=舗装版破砕,J02=機械積込(小規模土工),J0

3=DID区間無し,J12=9.0km以下,J16=全て計上         23 m3

殻運搬 昼２

J01=舗装版破砕,J02=機械積込(騒音対策不要,

舗装版厚15cm以下),J03=DID区間無し,J10=11.5          3 m3

km以下,J16=全て計上

殻運搬 昼２

J01=舗装版破砕,J02=機械積込(騒音対策不要,

舗装版厚15cm以下),J03=DID区間無し,J10=11.5         99 m3

km以下,J16=全て計上

殻運搬 昼２

J01=舗装版破砕,J02=機械積込(騒音対策不要,

舗装版厚15cm以下),J03=DID区間無し,J10=11.5         11 m3

km以下,J16=全て計上

殻運搬 (人力積込) 昼２

J02=舗装版破砕,J03=DID区間無し,J04=11.0km

以下,J06=人力積込          8 m3

合    計

　(内数)処分費

名　　　　　　称 摘　　　要

  - 33 -

 本設計書の施工条件は積算参考のために
表示するもので契約書では削除します。

広島市

正：コンクリート殻（無筋）

誤



第 AMA0110 号　明細書　殻運搬          1　式

(上段：前　回　下段：今　回)

数　　量 単　位 単　　価 金　　額

殻運搬 昼２

J01=舗装版破砕,J02=機械積込(騒音対策不要,

舗装版厚15cm以下),J03=DID区間無し,J10=1.5k         51 m3

m以下,J16=全て計上

殻運搬 昼２

J01=舗装版破砕,J02=機械積込(小規模土工),J0 仮舗装

3=DID区間無し,J12=1.5km以下,J16=全て計上          6 m3

殻処分 アスファルト殻

J01=アスファルト殻,J03=昼間搬入

       119 t

　(内数)処分費

殻処分 アスファルト殻

J01=アスファルト殻,J03=昼間搬入 仮舗装

        14 t

　(内数)処分費

合    計

　(内数)処分費

第 AMA0115 号　明細書　アスファルト舗装          1　式

(上段：前　回　下段：今　回)

数　　量 単　位 単　　価 金　　額

アスファルト舗装(人力) 昼２

J01=密粒度Ａｓ(13),J02=(仮舗装)３cm,J06=再

生密粒度アスファルト混合物（13）,J07=瀝青        198 m2

材料なし,J10=小型車割増なし,J11=1.4m未満(1

層当り平均仕上り厚50mm以下),J12=1層当り平

均仕上り厚 30 mm,J13=小車運搬費なし

合    計

第 AMA0120 号　明細書　不陸整正          1　式

(上段：前　回　下段：今　回)

数　　量 単　位 単　　価 金　　額

不陸整正 昼２

J01=補足材料有り,J02=29mm以上34mm未満,J03=

再生粒度調整砕石 RM-40,J05=全て計上      1,266 m2

合    計

名　　　　　　称 摘　　　要

名　　　　　　称 摘　　　要

名　　　　　　称 摘　　　要

  - 63 -

 本設計書の施工条件は積算参考のために
表示するもので契約書では削除します。

広島市

誤
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広島市下水道局施設部管路課
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勝木地区ほか特環下水道築造6 - 3号工事
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※ 宅内桝は塩ビ製とし、径はφ200とする。
※ 取付管の管材は塩ビ製とし、管径はφ100とする。

※ 防　の表示がある宅内桝の蓋は、防護蓋Ｔ-8とする。

※ 縮尺はA1出力時を示す。
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適用年版 管理費区分資源区分単価コード 単 価 摘 要単 位

未 登 録 単 価 一 覧 表
名 称

TA0001 コンクリート削孔
ｍ R0611

その他施 全間接費の
φ150接続用        48, 700 工単価等 対象

TA0002 曲管
個 R0611

材料単価 全間接費の
φ150 5°5/8         6, 332 対象

TA0003 曲管
個 R0611

材料単価 全間接費の
φ150 11°1/4         6, 332 対象

TA0004 曲管
個 R0611

材料単価 全間接費の
φ150 22°1/2         6, 802 対象

TA0101 下水道用ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝ管（ 保護層付）
本 R0611

材料単価 全間接費の
φ150 直管 L=5. 0ｍ        54, 860 対象

TA0102 下水道用ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝ管（ 保護層付）
個 R0611

材料単価 全間接費の
φ150 カラー        37, 950 対象

TA0103 下水道用ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝ管（ 保護層付）
個 R0611

材料単価 全間接費の
φ150 22°1/2 曲管        78, 430 対象

TA0104 下水道用ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝ管（ 砂付き短管）
個 R0611

材料単価 全間接費の
       11, 550 対象

TA0105 支持金具
個 R0611

材料単価 全間接費の
ステンL型ブラケット 上流側        23, 400 対象

TA0106 支持金具
個 R0611

材料単価 全間接費の
ステンL型ブラケット 下流側        23, 200 対象

TA0107 支持金具
個 R0611

材料単価 全間接費の
ステンUバンド         9, 400 対象

TA0108 支持金具
個 R0611

材料単価 全間接費の
ステンアンカーボルト         1, 360 対象

TA0109 支持金具
個 R0611

材料単価 全間接費の
ステン管台        12, 000 対象

TA0150 事前調査費（ 経費込み）
式 R0611

その他施 全間接費対
内訳（ 条件明示参照）       789, 312 工単価等 象外

施工箇所点在工事

-     -1 広島市

正

追加



８-１．建設発生土関係

種   別 工事名 左記の所在地

km

km

種   別 埋立地の名称 左記の所在地

km

km

種   別 搬出先の名称 左記の所在地

4.9 km

9.7 km

km

km

種   別 搬出先の名称 左記の所在地

km

km

種   別 搬出先の名称 左記の所在地

km

km

種   別 搬出先の名称 左記の所在地

km

km

③建設発生土
（再資源化）

本工事で発生する建設発生土は、下記の搬出先に搬出し、再利用するよう見込んでいる。

ただし、下記の搬出先以外の、特記仕様書に掲げる受入施設に搬出することを妨げるものではない。
なお、契約後に工事間流用が可能となった場合は、協議のうえ契約変更する。

本工事で発生する再利用不可能な建設発生土は、下記の施設に処分するよう見込んでいる。

運搬距離

勝木地区 安佐北区可部町綾ヶ谷石田1285協和鉱業（株）綾ヶ谷工業

本工事で発生する建設発生土（粘性土等）、岩塊・破砕岩は、下記の搬出先に搬出するよう見込んでいる。

ただし、下記の搬出先以外の、他の「広島県建設発生土処分先一覧表に掲載されている施設（受入地）」に掲げる受
入施設に搬出することを妨げるものではない。

（有）秀知産業　小濱工場久地地区 安佐北区安佐町大字小河内上小濱591-4

⑥再利用不可
能な建設発生
土

ただし、下記の搬出先以外の「産業廃棄物処分業の最終処分の許可を有する産業廃棄物処分場」に搬出することを
妨げるものではない。

本工事で発生する建設発生土（粘性土等）、岩塊、破砕岩は、下記の搬出先に搬出するよう見込んでいる。

ただし、下記の搬出先以外の、他の「広島県建設発生土処分先一覧表に掲載されている施設（リサイクルプラント）」に
掲げる受入施設に搬出することを妨げるものではない。

運搬距離

④建設発生土、
　岩塊・破砕岩
（リサイクルプラン
ト）

⑤建設発生土、
　岩塊・破砕岩
（受入地）

運搬距離

①建設発生土
（工事間流用）

本工事で発生する建設発生土は、下記の工事に搬出し、再利用するものとしている。

なお、下記の工事での再利用が不可能となった場合及び別工事での再利用が可能となった場合は、協議のうえ契約
変更の対象とする。

運搬距離

②建設発生土
（埋立）

本工事で発生する建設発生土は、下記の埋立地に搬出し、埋立するよう見込んでいる。

運搬距離

ただし、下記の埋立地以外の、特記仕様書に掲げる受入施設に搬出することを妨げるものではない。
なお、契約後に工事間流用が可能となった場合は、協議のうえ契約変更する。

運搬距離

あり
なし

あり
なし

あり
なし

あり
なし

あり
なし

あり
なし

下水道工事施工条件明示2022-8 (8/17)

正



第 0007 号 明細書 取付管およびます工          1　式

管路土工
(上段：前　回　下段：今　回)

数　　量 単　位 単　　価 金　　額

第AMA0050号明細書

管路掘削（取付管）

         1 式

第AMA0055号明細書

管路埋戻（取付管）

         1 式

　(内数)処分費

合    計

　(内数)処分費

第 0008 号 明細書 取付管およびます工          1　式

ます設置工
(上段：前　回　下段：今　回)

数　　量 単　位 単　　価 金　　額

第AMA0060号明細書

ます（塩ビ製）

         1 式

合    計

第 0009 号 明細書 取付管およびます工          1　式

取付管布設工
(上段：前　回　下段：今　回)

数　　量 単　位 単　　価 金　　額

第AMA0065号明細書

取付管（塩ビ管）

         1 式

合    計

名　　　　　　称 摘　　　要

名　　　　　　称 摘　　　要

名　　　　　　称 摘　　　要

  - 15 -

 本設計書の施工条件は積算参考のために
表示するもので契約書では削除します。

広島市

正



第 AMA0110 号　明細書　殻運搬          1　式

(上段：前　回　下段：今　回)

数　　量 単　位 単　　価 金　　額

殻処分 アスファルト殻

J01=アスファルト殻,J03=昼間搬入

       308 t

　(内数)処分費

殻処分 コンクリート殻

J01=コンクリート殻（無筋）,J02=ダンプトラ

ック（10t）,J03=昼間搬入         14 m3

　(内数)処分費

積込（ルーズ） 昼２

J01=岩塊･玉石,J02=平均施工幅1m以上2m未満

        26 m3

人力運搬（運搬～取卸し） 昼２

J01=20m以下

         9 m3

殻運搬 昼２

J01=舗装版破砕,J02=機械積込(小規模土工),J0

3=DID区間無し,J12=1.0km以下,J16=全て計上         23 m3

殻運搬 昼２

J01=舗装版破砕,J02=機械積込(小規模土工),J0

3=DID区間無し,J12=9.0km以下,J16=全て計上         23 m3

殻運搬 昼２

J01=舗装版破砕,J02=機械積込(騒音対策不要,

舗装版厚15cm以下),J03=DID区間無し,J10=11.5          3 m3

km以下,J16=全て計上

殻運搬 昼２

J01=舗装版破砕,J02=機械積込(騒音対策不要,

舗装版厚15cm以下),J03=DID区間無し,J10=11.5         99 m3

km以下,J16=全て計上

殻運搬 昼２

J01=舗装版破砕,J02=機械積込(騒音対策不要,

舗装版厚15cm以下),J03=DID区間無し,J10=11.5         11 m3

km以下,J16=全て計上

殻運搬 (人力積込) 昼２

J02=舗装版破砕,J03=DID区間無し,J04=11.0km

以下,J06=人力積込          8 m3

合    計

　(内数)処分費

名　　　　　　称 摘　　　要

  - 33 -

 本設計書の施工条件は積算参考のために
表示するもので契約書では削除します。
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第 AMA0110 号　明細書　殻運搬          1　式

(上段：前　回　下段：今　回)

数　　量 単　位 単　　価 金　　額

殻運搬 昼２

J01=舗装版破砕,J02=機械積込(騒音対策不要,

舗装版厚15cm以下),J03=DID区間無し,J10=1.5k         51 m3

m以下,J16=全て計上

殻運搬 昼２

J01=舗装版破砕,J02=機械積込(小規模土工),J0 仮舗装

3=DID区間無し,J12=1.5km以下,J16=全て計上          6 m3

殻処分 アスファルト殻

J01=アスファルト殻,J03=昼間搬入

       119 t

　(内数)処分費

殻処分 アスファルト殻

J01=アスファルト殻,J03=昼間搬入 仮舗装

        14 t

　(内数)処分費

合    計

　(内数)処分費

第 AMA0115 号　明細書　アスファルト舗装          1　式

(上段：前　回　下段：今　回)

数　　量 単　位 単　　価 金　　額

アスファルト舗装(人力) 昼２

J01=密粒度Ａｓ(13),J02=(仮舗装)３cm,J06=再

生密粒度アスファルト混合物（13）,J07=瀝青        198 m2

材料なし,J10=小型車割増なし,J11=1.4m未満(1

層当り平均仕上り厚50mm以下),J12=1層当り平

均仕上り厚 30 mm,J13=小車運搬費なし

合    計

第 AMA0120 号　明細書　不陸整正          1　式

(上段：前　回　下段：今　回)

数　　量 単　位 単　　価 金　　額

不陸整正 昼２

J01=補足材料有り,J02=29mm以上34mm未満,J03=

再生粒度調整砕石 RM-40,J05=全て計上      1,266 m2

合    計

名　　　　　　称 摘　　　要

名　　　　　　称 摘　　　要

名　　　　　　称 摘　　　要

  - 63 -

 本設計書の施工条件は積算参考のために
表示するもので契約書では削除します。
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